
WEB解説8.1 F 検定（ゼロ制約）

仮説① 00: 430 == ββ かつH
00: 431 ≠≠ ββ もしくはH

仮説② 000: 4320 === βββ かつかつH

000: 4321 ≠≠≠ βββ もしくはもしくはH
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データファイルを開く
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仮説①の対立仮説の下でモデル推定

後で使うので，

データの下に
推定結果を
表示すること。
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残差2乗和を取り出す

①制約なしの残差
 2乗和を取り出すために，
 SSE_1と入力。

②推定結果から，数値を
  取り出す。
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仮説①の帰無仮説の下でモデルを推定

①データ分析を
 選ぶ。

②回帰分析を
 選ぶ。 ③ＯＫ。
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①Ｙにあたる
データを入力。

②Ｘのデータを入力
するために押す。

③RYDを選択し，
入力。

④押す。
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①結果が
重ならない
場所を指定
する。

②押す。

③ＯＫ。
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制約付きの推定結果

8
山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©



残差２乗和を取り出す

①制約ありの残差２乗和
を取り出すため，SSE_0と
入力。

②推定結果から，
数値を取り出す。
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Ｆ値の計算

①必要な数値をまとめる。制約の
数Ｇ，データの数ｎ，説明変数の

 数 k については入力。

②F 値の分子を
計算する。

③ F 値の分母を
計算する。
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①F 値を計算する。

③自由度（G=2, n-
k=26）のF 分布の棄却
域の
臨界値を求める。

②確認。

④２つの値を比較して検定結果を入力する。
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仮説②の検定：
H1の下での推定結果を用いる

①この値がＦ 値になる。
②隣の値が対応する

 p 値になる。
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